
一
．
は
じ
め
に

本
稿
は
貝
原
益
軒（

（
（

「
本
草
綱
目
品
目
」、
貝
原
好
古（

（
（

『
和
爾
雅
』

両
書
に
俚
言
が
存
在
す
る
か
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
本
草
綱
目
品
目
」
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
『
本
草
綱
目
』

（
明
・
李
時
珍
）
の
和
刻
本
の
一
つ
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）

本
『
本
草
綱
目
』
の
目
次
で
あ
る
。
示
さ
れ
る
語
は
『
本
草
綱
目
』

の
見
出
し
語
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
一
部
割
注
が
入
る
。
各
語
（
漢

名
）
に
和
名
を
振
り
仮
名
や
割
注
の
形
で
付
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

和
名
が
示
さ
れ
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。「
本
草
綱
目
品
目
」

の
漢
名
と
和
名
の
対
応
に
つ
い
て
は
益
軒
『
大
和
本
草
』
が
示
す

も
の
と
多
く
が
一
致
す
る
こ
と
を
磯
野
（
二
〇
〇
八
）
が
示
し
て

い
る
。「
本
草
綱
目
品
目
」
に
お
け
る
俚
言
に
関
し
て
こ
れ
ま
で

指
摘
し
た
研
究
は
な
い
。
一
方
、『
大
和
本
草
』
に
関
し
て
は
、

京
都
の
俚
言
や
益
軒
の
出
身
地
で
あ
る
筑
紫
の
俚
言
が
よ
く
み
ら

れ
る
こ
と
が
杉
本
（
二
〇
一
一
）
で
指
摘
さ
れ
、
一
部
を
例
示
し

て
い
る
。
磯
野
、
杉
本
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
本
草
綱
目
品

目
」
に
お
い
て
も
俚
言
、
特
に
筑
紫
の
も
の
が
観
察
で
き
よ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
『
大
和
本
草
』
を
用
い
て
先
行
す
る
「
本
草

綱
目
品
目
」
に
お
け
る
俚
言
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
『
大
和

本
草
』
以
前
に
益
軒
が
俚
言
を
認
識
し
て
い
た
か
、『
大
和
本
草
』

以
前
で
は
ど
の
よ
う
に
書
物
に
存
在
す
る
か
を
確
認
す
る
。
益
軒

の
本
草
学（

（
（

に
対
す
る
出
身
地
や
活
動
地
の
影
響
に
関
す
る
理
解
を

よ
り
深
め
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
（
目
的
一
）。

『
和
爾
雅
』
は
益
軒
の
甥
で
あ
る
貝
原
好
古
が
編
ん
だ
意
義
別

分
類
体
辞
書
で
あ
る
。
漢
字
で
書
か
れ
た
見
出
し
語
が
意
味
に

よ
っ
て
天
文
門
か
ら
言
語
門
ま
で
の
二
四
の
門
に
分
け
て
配
置
さ

れ
て
い
る
。
凡
例
に
は
「
元
禄
戊
辰
（
鬼
頭
注
：
元
禄
元
年
）
𣆶

秋
日
」
と
あ
る
た
め
、
元
禄
元
年
ま
で
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。

鬼
頭
（
二
〇
二
二
）
に
お
い
て
『
和
爾
雅
』、「
本
草
綱
目
品
目
」

両
書
の
漢
名
と
和
名
の
対
応
は
、
多
く
一
致
す
る
こ
と
を
示
し

貝
原
益
軒
「
本
草
綱
目
品
目
」・
貝
原
好
古
『
和
爾
雅
』
に
お
け
る
俚
言

　
　
　
─ 

益
軒
『
大
和
本
草
』
と
の
対
照 

─

�

鬼
　
頭
　
祐
　
太

キ
ー
ワ
ー
ド
：『
大
和
本
草
』　

俚
言　

筑
紫　

本
草
学　

貝
原
益
軒
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た
。『
和
爾
雅
』
の
和
名
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
は
他
に
な
く
、

俚
言
の
存
在
は
不
明
で
あ
る
。
俚
言
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
た

か
は
「
和
爾
雅
凡
例
」
第
三
条
に
示
さ
れ
る
。

凡
そ
一
物
に
し
て
数
名
な
る
者
は
正
名
を
以
て
之
を
標
書
し

異
名
を
其
の
下
に
註
す
。
蓋
し
其
の
異
名
を
記
す
や
近
く
俗

に
解
し
易
き
者
を
以
て
す
。
其
の
和
訓
を
加
ふ
る
や
俚
言
俗

語
を
避
け
ず
。
以
て
人
の
知
り
易
か
ら
ん
こ
と
を
要
す（

（
（

。

傍
線
を
付
し
た
箇
所
の
記
述
か
ら
、「
和
訓
」
に
お
い
て
は
俚

言
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
目
的
を
「
人
の
知

り
易
か
ら
ん
」
た
め
と
し
て
い
る
。
こ
の
目
的
に
か
な
う
俚
言
が

好
古
の
出
身
地
で
あ
る
筑
前
を
含
む
か
、
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
ど

の
よ
う
な
地
域
の
も
の
で
あ
る
か
は
検
討
を
要
す
る
。
そ
こ
で

『
和
爾
雅
』
に
俚
言
が
存
在
す
る
か
を
確
認
し
、
益
軒
に
影
響
を

受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
の
著
作
に
お
け
る
俚
言
の
様
相
を
理

解
す
る
手
掛
り
を
示
す
（
目
的
二
）。

以
下
で
は
、
益
軒
『
大
和
本
草
』
と
の
対
照
を
通
じ
て
次
の
二

点
を
検
討
し
、
目
的
一
、
目
的
二
を
果
た
す
。

　

・�「
本
草
綱
目
品
目
」、『
和
爾
雅
』
両
書
に
俚
言
が
存
在
す
る

か
。
ま
た
、
俚
言
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
か
。

　

・�

両
書
に
俚
言
が
存
在
す
る
場
合
、
九
州
や
西
日
本
の
も
の
が

み
ら
れ
る
か
。

『
大
和
本
草
』
は
、
益
軒
が
著
し
た
本
草
書
で
宝
永
六
年
（
一

七
〇
九
）
に
本
文
が
、
図
や
附
録
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に

刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
資
料
評
価
に
つ
い
て
は
、
島
田
（
二
〇
〇
七

ａ
）
が
「
語
彙
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
殊

に
西
国
方
言
を
中
心
と
す
る
方
言
の
価
値
も
大
き
い
」
と
指
摘
す

る（
（
（

。『
大
和
本
草
』
の
内
、
巻
一
は
「
論
本
艸
書
（
本
草
ノ
書
ヲ
論

ズ
）」、「
論
物
理
（
物
理
ヲ
論
ズ
）」「
漢
名
未
詳
類
（
漢
名
未
ダ

詳
ラ
カ
ナ
ラ
ザ
ル
類
）」、
巻
二
は
「
論
用
藥
（
薬
ヲ
用
ヰ
ル
ヲ
論

ズ
）」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
草
学
に
関
す
る
理
論
を

益
軒
が
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
具
体
的
に
ど
の
漢
名
と
ど
の
和

名
を
結
び
つ
け
る
か
と
い
っ
た
記
述
が
期
待
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
観
察
し
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
巻
三
以
降
を
観
察
対
象
と
す

る
。
俚
言
に
関
し
て
は
先
に
引
用
し
た
杉
本
（
二
〇
一
一
）
が
言

及
し
、
一
部
を
例
示
す
る
が
、
具
体
的
に
ど
れ
だ
け
存
在
し
、
ど

の
地
域
の
俚
言
が
存
在
す
る
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
巻
三
以
下
を

観
察
し
て
得
ら
れ
た
俚
言
の
数
を
表
一
に
示
す
。『
大
和
本
草
』

の
一
五
五
の
項
目
に
二
三
五
例
確
認
で
き
た
。
な
お
、
俚
言
を
認

定
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
二
．
三
節
で
述
べ
る
。
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【
表
一
】『
大
和
本
草
』
に
載
る
俚
言
数
と
そ
の
地
域

二�

．
本
稿
で
検
討
対
象
と
す
る
人
物
、
各
書
物
で
明
示
さ
れ
る
俚

言本
稿
で
は
貝
原
益
軒
、
貝
原
好
古
の
著
作
に
お
け
る
俚
言
の
存

在
を
検
討
す
る
。
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
学
問
を
行
っ
て
い

た
か
、
俚
言
を
知
り
え
る
機
会
が
あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
こ
と

は
、
検
討
の
た
め
に
重
要
と
な
る
。
そ
こ
で
次
節
に
お
い
て
両
者

の
中
心
的
な
活
動
地
を
確
認
す
る
。
続
け
て
『
和
爾
雅
』、「
本
草

綱
目
品
目
」
に
お
い
て
明
示
さ
れ
る
俚
言
に
つ
い
て
も
確
認
す

る
。

二
．
一
．
人
物
の
概
要

井
上
（
一
九
六
三
）
に
よ
る
と
、
益
軒
は
寛
永
七
（
一
六
三
〇
）

年
福
岡
に
生
ま
れ
、
若
い
こ
ろ
は
筑
前
国
内
を
転
々
と
し
、
十
九

歳
の
時
筑
前
福
岡
藩
に
仕
え
る
。
二
〇
歳
の
時
に
致
仕
し
た
が
、

再
び
福
岡
藩
士
に
な
っ
た
。
致
仕
し
て
い
る
間
や
再
び
仕
え
た
時

に
は
、
京
へ
の
遊
学
や
江
戸
で
の
滞
在
を
し
て
い
る
も
の
の
、
中

心
的
な
活
動
地
は
筑
前
国
で
あ
っ
た
こ
と
が
井
上
の
年
表
に
よ
り

分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
上
方
や
江
戸
の
俚
言
も
知
り
え
る
機

会
が
あ
っ
た
が
、
活
動
の
中
心
地
で
あ
る
筑
前
（
筑
紫
）
の
俚
言

に
は
詳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

好
古
に
つ
い
て
は
益
軒
に
付
随
す
る
形
で
し
か
伝
記
が
な
く
、

特
に
青
年
期
以
前
は
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
た
か
不
明
で
あ

る
。
井
上
の
年
表
に
よ
る
と
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
頃
に
は
益

軒
と
共
に
藩
内
で
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、『
和
爾
雅
』
が

編
ま
れ
た
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
に
も
益
軒
に
従
っ
て
上
京
し

て
い
た
旨
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、『
和
爾
雅
』
で
の
自
署
に
は

「
筑
前
福
岡
後
學
貝
原
好
古
識
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
好
古

筑紫 地域

奥
州

関
東

筑
紫

長
門

近
畿

九
州

西
土
・

西
州
・

西
国

大
坂

江
州

畿
内

京
都

下
位

分
類

北
國
2

方
土
2

イ
ナ
カ
1

諸
州
1

婦
女
1

琉
球
國
1

奥
州
金
花
山
1

奥
州
南
部
1

關
東
5

江
戸
3

相
州
2

坂
東
2

伊
豆
ノ
大
島
1

東
土
1

武
蔵
國
1

武
蔵
野
1

筑
紫
4
6

筑
紫

（

ノ）

方
言
1
4

筑
後
1

筑
紫
ノ
海
人
1

筑
紫
ノ
小
兒
1

筑
紫
ノ
野
人
1

筑
紫
ノ
村
民
1

筑
前
1

筑
紫
ノ
俗
1

長
門
4

長
州
ノ
海
1

伊
賀
1

丹
後
1

丹
後
ノ
海
1

丹
波
1

長
崎
2

豊
前
2

薩
摩
1

薩
摩
ノ
俗
1

對
島
1

肥
後
1

肥
前
平
戸
1

長
崎
ノ
海
1

西
土
1
9

西
州
1
4

西
土
ノ
俗
1
2

西
土
ノ
方
言
6

西
國
4

西
土
ノ
人
3

西
土
ニ
テ
ハ
俗
名
1

西
土
ノ
鄙
俗
1

西
土
ノ
野
人
1

西
州
ノ
方
言
1

西
土
ノ
民
俗
1

大
坂
2

江
州
3

江
州
ノ
方
言
2

近
江
1

西
近
江
1

京
畿
6

畿
内
3

攝
州
2

河
内
1

京
畿
ノ
小
兒
1

京
畿
ノ
俗
1

京
都
1
3

京

都

ノ
方
言
9

京
6

賀
茂
2

京
都
近
邊
2

賀
茂
川
1

京
都
ノ
兒
童
1

嵯
峨
1

伏
見
1

山
州
嵯
峨
ノ
川
1

内
訳

8 2 16 67 5 4 10 63 2 7 14 37 俚言数

8 67 合計

西日本（筑紫を除く）

14218

東日本
そ
の
他

（
）
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の
活
動
の
中
心
も
筑
前
国
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
好
古
は
益
軒

に
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
て
お
り
、『
和
爾
雅
』
と
「
本
草
綱
目

品
目
」
両
書
の
和
名
に
共
通
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
鬼
頭
（
二

〇
二
二
）
で
示
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
和
爾
雅
』
に
お
け
る

俚
言
の
様
相
は
「
本
草
綱
目
品
目
」
に
類
似
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
益
軒
、
好
古
両
者
の
主
な
活
動
地
が
筑
前

国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
本
草
綱
目
品
目
」
に
は
筑
前
（
筑
紫
）

の
俚
言
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
、『
和
爾

雅
』
に
つ
い
て
も
凡
例
か
ら
予
測
さ
れ
る
状
況
と
は
異
な
り
、
筑

前
（
筑
紫
）
の
俚
言
が
多
く
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

二
．
二
．「
本
草
綱
目
品
目
」、『
和
爾
雅
』
で
明
示
さ
れ
る
俚
言

次
に
「
本
草
綱
目
品
目
」、『
和
爾
雅
』
で
俚
言
で
あ
る
こ
と
が

明
示
さ
れ
る
も
の
を
確
認
す
る
。

「
本
草
綱
目
品
目
」
中
で
俚
言
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
も
の

は
四
例
確
認
で
き
た
。
以
下
に
示
す
。

（
一
）　

蓬フ
ユ
イ
チ
ゴ

櫐
ツ
ル
イ
チ
コ
　
　

�

ト
キ
シ
ラ
ズ
イ
チ
ゴ
筑
紫
ノ
方
言
也

　
　

　
　

　
　

　
〓アシ

ク
ダ
シ
イ
チ
コ

田
藨
同
前
□

（
（
（6
（
（

�

「
本
草
綱
目
品
目
」
第
二
冊
一
〇
丁
ウ（

（
（

（
二
）　

覆ク
サ
イ
チ
ゴ

盆
ク
ワ
ン
ス
イ
チ
コ
同
上

子�

「
本
草
綱
目
品
目
」
第
二
冊
一
〇
丁
ウ

（
三
）　

馬ヲ
サ
ム
シ陸

ク
サ
ム
シ　
　

筑
紫

ニ
ダ
イ
ロ
ウ
ト
云 

�

「
本
草
綱
目
品
目
」
第
二
冊
二
三
丁
ウ

こ
こ
に
示
し
た
、
漢
名
「
蓬
櫐
」
の
割
注
「
ト
キ
シ
ラ
ス
イ
チ

ゴ
筑
紫
之
方
言
也
」、「

〓アシ
ク
ダ
シ
イ
チ
コ

田
藨
同
前
」
と
そ
の
直
後
の
漢
名
「
覆

盆
子
」
の
振
り
仮
名
「
ク
ワ
ン
ス
イ
チ
コ
同
上（

（
（

」
及
び
漢
名
「
馬

陸
」
の
割
注
「
筑
紫
ニ
ダ
イ
ロ
ウ
ト
云
」
以
外
に
は
確
認
で
き
な

い
。
い
ず
れ
も
筑
紫
の
俚
言
で
あ
る
こ
と
は
注
目
で
き
る
。

『
和
爾
雅
』
が
俚
言
を
明
示
す
る
の
は
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

（
四
）

イ
カ
キ

　

筲シ
タ
ミ

　
　

�

〓

。

〓

。
淘
籮
竝
同
。
西
國
方
言
曰
筲サ

ウ
ケ器
（
（1
（

　
　
　
　
　
　
　

�

『
和
爾
雅
』
巻
五　

二
九
丁
オ

（
四
）
で
は
注
文
内
の
「
筲
器
」
の
振
り
仮
名
「
サ
ウ
ケ
」
が

俚
言
だ
と
分
か
る
。
こ
の
例
は
『
和
爾
雅
』
器
用
門
（
道
具
類
を

扱
う
部
門
）
に
み
ら
れ
る
。
他
に
俚
言
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た

も
の
は
確
認
で
き
な
い
。

以
下
で
は
「
本
草
綱
目
品
目
」、『
和
爾
雅
』
両
書
の
振
り
仮
名

と
『
大
和
本
草
』
の
俚
言
と
を
対
照
し
、
両
書
に
お
け
る
俚
言
の

様
相
を
検
討
す
る
。
こ
の
際
、
漢
名
の
表
記
が
偏
旁
冠
脚
な
ど
細

部
で
相
違
す
る
か
は
重
視
し
な
い
。

二
．
三
．
俚
言
と
み
な
す
『
大
和
本
草
』
に
お
け
る
記
述

本
稿
で
は
次
の
よ
う
な
「（
場
所
・
地
名
）
ニ
…
ト
云
」
や
「（
場
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所
・
地
名
）
ノ
方
言
」
を
俚
言
と
み
な
す
。

（
五
）　

蠟
梅　
　

大
坂
ニ
テ
ハ
カ
ラ
梅
ト
云
又
蘭
梅
ト
云

�

『
大
和
本
草
』
巻
一
二　

一
四
丁
ウ
―
一
五
丁
オ

（
六
）　

鳥
ノ
足　
　

鳥
ノ
足
ハ
筑
紫
ノ
方
言
也	

�

『
大
和
本
草
』
巻
一
二　

一
五
丁
ウ

（
七
）　

眉ナ
ン
キ
ン
マ
メ

兒
イ
ン
ケ
ン
マ
メ豆　
　

�
京
都
ニ
テ
ハ
隱
元
豆
ト
云
筑
紫
ニ
テ
ハ
南
京

豆
ト
云�

『
大
和
本
草
』
巻
四　

八
丁
ウ

（
八
）　

ス
ベ
ラ　
　

西
土
ノ
俗
ナ
ベ
タ
ヲ
シ
ト
モ
云

�

『
大
和
本
草
』
巻
一
二　

四
五
丁
オ
、
ウ

（
五
）
～
（
七
）
は
「
大
坂
」、「
筑
紫
」、「
京
都
」
と
あ
り
、

明
確
に
ど
こ
の
俚
言
と
み
て
い
た
か
分
か
る
。（
八
）
の
「
西
土
」

に
つ
い
て
は
広
く
西
日
本
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

こ
の
よ
う
に
益
軒
の
記
述
で
は
当
時
の
学
問
の
中
心
で
あ
っ
た

「
京
都
」、「
大
坂
」
の
よ
う
な
上
方
だ
け
で
な
く
「
筑
紫
」
の
よ

う
な
益
軒
が
活
動
の
中
心
と
し
た
土
地
や
、「
西
土
」
の
よ
う
に

西
日
本
を
広
く
指
す
表
現
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら

は
各
地
方
で
の
呼
称
（
俚
言
）
を
相
対
的
に
み
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
し
、「
京
都
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
「
俗
ニ
…
」

と
し
た
も
の
や
何
も
地
域
を
示
さ
な
い
も
の
も
あ
る
。
何
も
示
さ

な
い
も
の
も
、「
俗
ニ
…
」
と
す
る
も
の
も
共
に
俚
言
（
特
に
京

都
を
中
心
と
し
た
上
方
の
も
の
）
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か

し
、
俚
言
と
扱
っ
て
問
題
な
い
か
、
ど
の
よ
う
な
位
相
で
用
い
ら

れ
た
語
か
は
『
大
和
本
草
』
の
記
述
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
何
も
示
さ
な
い
も
の
や
単
に
「
俗
ニ
…
」
と
す
る
も

の
に
つ
い
て
俚
言
と
し
て
検
討
し
な
い
。

（
九
）　　

黍モ
チ
キ
ヒ

　
　
　

黍

コ
キ
ヒ

稷
ト
モ
ニ
俗
名
コ
キ
ビ
ト
云

�

『
大
和
本
草
』
巻
四　

一
一
丁
オ
、
ウ

（
一
〇
）　

番タ
ウ
カ
ラ
シ椒　

　

俗
ニ
高
麗
胡
椒
ト
云

�

『
大
和
本
草
』
巻
五　

一
三
丁
ウ
―
一
四
丁
オ

ま
た
、
類
似
す
る
「（
場
所
・
地
名
）
ニ
…
ア
リ
」
と
い
っ
た

記
述
は
、
今
回
検
討
し
て
い
な
い
。
次
に
例
を
示
す
。

（
一
一
）　

ム
ツ　
　

�

東
土
西
州
ニ
モ
ア
リ
筑
後
肥
前
ノ
泥
海
ニ
最

多
シ�

『
大
和
本
草
』
巻
一
三　

三
八
丁
オ

（
一
二
）　

ア
ユ
モ
ド
キ　
　

�

凡
大
井
川
ニ
ア
ユ
0

0

マ
ス
イ
ダ
0

0

ア
メ
ノ

ウ
ヲ
ア
ユ
モ
ド
キ

0

0

0

0

0

ミ
コ
魚
ナ
ト
ア
リ

（
傍
点
は
稿
者
）

�

『
大
和
本
草
』
巻
一
三　

六
丁
ウ
―
七
丁
オ

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
所
在
地
を
示
し
た
も
の
と
み
な
し
て
い

る
。
そ
の
地
方
に
し
か
存
在
し
な
い
物
で
あ
る
場
合
な
ど
を
考
え

る
と
俚
言
と
み
な
せ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
不
分
明
で
あ
る
。
そ

の
た
め
今
回
は
取
り
扱
わ
な
い
。

三
．「
本
草
綱
目
品
目
」
に
み
え
る
俚
言
の
数
と
そ
の
地
域

「
本
草
綱
目
品
目
」
で
一
つ
の
漢
名
に
複
数
の
俚
言
が
対
応
す
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る
も
の
を
計
上
す
る
際
、
ま
ず
は
漢
名
の
数
を
計
上
し
た
。
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（
一
三
）　

水ア
メ
タ
カ黽

シ
ホ
ウ
リ　
　
「
本
草
綱
目
品
目
」
第
二
冊
二
三
丁
ウ

（
一
四
）　

水シ
ホ
ウ
リ黽マ

ウ
　
　

�

畿
内
ニ
テ
盬
ウ
リ
ト
云
筑
紫
ニ
テ
ア
メ
タ
カ

ト
云�

『
大
和
本
草
』
巻
一
四　

六
丁
オ

「
本
草
綱
目
品
目
」
に
み
え
る
「
ア
メ
タ
カ
」、「
シ
ホ
ウ
リ
」

の
二
語
が
共
に
『
大
和
本
草
』
の
記
述
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
筑
紫

と
畿
内
の
俚
言
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
漢
名
は
「
水
黽
」

で
一
、
俚
言
は
二
例
と
し
て
数
え
た
。
以
下
で
も
、
俚
言
が
み
ら

れ
る
漢
名
の
数
と
、
俚
言
の
数
は
分
け
て
示
す
。

以
上
の
よ
う
な
基
準
で
調
査
し
『
大
和
本
草
』
か
ら
俚
言
を
一

五
五
の
項
目
に
二
三
五
例
確
認
し
た
。
二
三
五
例
の
う
ち
「
本
草

綱
目
品
目
」
に
は
五
一
例
の
俚
言
が
存
在
し
た
。
俚
言
が
付
さ
れ

た
こ
と
が
確
認
で
き
た
漢
名
は
四
〇
で
あ
っ
た
。

以
下
に
「
本
草
綱
目
品
目
」
が
俚
言
を
用
い
た
数
例
を
挙
げ
る
。

『
大
和
本
草
』
の
傍
線
は
「
本
草
綱
目
品
目
」
に
み
え
る
和
名
で

『
大
和
本
草
』
で
は
俚
言
と
さ
れ
る
も
の
に
付
し
た
。

（
一
五
）　

蠶ソ
ラ
マ
メ豆

タ
ウ
マ
メ�

「
本
草
綱
目
品
目
」
第
二
冊
一
三
丁
ウ

（
一
六
）　

蠶ソ
ラ
マ
メ豆　

　

近
世
異
邦
ヨ
リ
來
故
西
土
ニ
テ
ハ
唐
豆
ト
云　

�

『
大
和
本
草
』
巻
四　

七
丁
ウ

（
一
七
）　

篦タ
ウ
ゴ
マ麻�

「
本
草
綱
目
品
目
」
第
二
冊
九
丁
ウ

（
一
八
）　

篦タ
ウ
ゴ
マ麻

子　
　

西
土
ノ
方
言
タ
ウ
ゴ
マ　

�

『
大
和
本
草
』
巻
六　

三
二
丁
オ

（
一
九
）　

蘡ガ
ラ
ミ
。エ
ビ
ヅ
ル

薁
イ
ヌ
エ
ビ�

「
本
草
綱
目
品
目
」
第
二
冊
一
八
丁
オ

（
二
〇
）　

蘡

イ
イヌ

イ
ヌ
ヱ
ヒ（薁

ノ
ブ
ト
ウ　
　

�

京
ニ
テ
イ
ヌ
ヱ
ヒ
ト
云
西
土
ニ
テ
ガ
ラ
ミ
ト

云　

�

『
大
和
本
草
』
巻
八　

六
丁
オ

（
二
一
）　

石ア
カ
ハ
エ鮅

ヲ
イ
カ
ハ

魚�

「
本
草
綱
目
品
目
」
第
二
冊
二
四
丁
ウ

（
二
二
）　

ヲ
イ
カ
ハ　
　

�

本
草
ニ
ノ
セ
タ
ル
石
鮅
魚
ナ
ル
ヘ
シ
ト

云
説
ア
リ
未
知
是
非
（
中
略
）
京
畿
ニ

テ
ヲ
イ
カ
ハ
ト
云
筑
紫
ニ
テ
ハ
ア
サ
ヂ

ト
云
又
ア
カ
バ
エ
ト
モ
山
ブ
チ
ハ
エ
ト

モ
云　

�

『
大
和
本
草
』
巻
一
三　

四
丁
ウ
―
五
丁
オ

（
二
三
）　

樗ウ
チ
ス
ヽ
メ

雞　
　
「
本
草
綱
目
品
目
」
第
二
冊
二
二
丁
ウ

（
二
四
）　

樗
雞

ウ
チ
ス
ヽ
メ
　
　

筑
紫
ノ
方
言
ウ
チ
雀
ト
云

�

『
大
和
本
草
』
巻
一
四　

九
丁
ウ

ど
の
地
域
の
俚
言
が
多
い
か
確
認
す
る
こ
と
は
「
本
草
綱
目
品

目
」
の
性
格
を
理
解
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
ど
の
地

域
の
俚
言
を
用
い
て
い
る
か
表
二
に
示
す
。

表
二
か
ら
、
一
例
を
除
い
て
西
日
本
の
俚
言
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
筑
紫
を
分
け
て
い
る
の
は
「
本
草
綱
目
品
目
」、『
大
和
本

草
』
を
著
し
た
益
軒
の
出
身
地
で
あ
り
、
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
た
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め
で
あ
る
。「
本
草
綱
目
品
目
」
に
筑
紫
の
俚
言
は
一
八
例
確
認

で
き
た
。
こ
れ
は
他
の
地
域
と
比
べ
て
多
く
、
注
目
で
き
る
。

益
軒
が
「
本
草
綱
目
品
目
」
で
俚
言
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
明

示
し
た
も
の
は
四
例
あ
り
、
全
て
「
筑
紫
」
の
俚
言
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
う
ち
、「
ア
シ
ク
ダ
シ
イ
チ
ゴ
（

〓

田
藨
）」
に
つ
い
て

『
大
和
本
草
』
で
は
「
西
州
ニ
テ
ア
シ
ク
ダ
シ
ト
云
」
と
し
、「
ト

キ
シ
ラ
ズ
イ
チ
ゴ
（
蓬
櫐
）」
に
つ
い
て
同
じ
く
「
筑
紫
ニ
テ
ハ

時
シ
ラ
ズ
ト
云
」
と
す
る
。「
本
草
綱
目
品
目
」
と
『
大
和
本
草
』

の
二
書
で
語
形
が
相
違
す
る
。
他
二
例
に
つ
い
て
は
『
大
和
本
草
』

に
お
い
て
も
同
様
に
筑
紫
の
俚
言
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

た
。

（
一
）　

蓬フ
ユ
イ
チ
ゴ
櫐

ツ
ル
イ
チ
コ
　
　

�

ト
キ
シ
ラ
ズ
イ
チ
ゴ
筑
紫
ノ
方
言
也 

〓アシ
ク
ダ
シ
イ
チ
コ

田
藨
同
前
（
再
掲
）

（
二
五
）　

苺イ
チ
ゴ

　
　

�

〇
ア
シ
ク
ダ
シ
田
間
ニ
生
シ
テ
五
月
ニ
熟
ス
ル

ヲ
西
州
ニ
テ
ア
シ
ク
ダ
シ
ト
云
（
中
略
）
〇
又

一
種
寒
苺
ア
リ
是
蓬
蘽
ナ
ル
ヘ
シ
冬
イ
チ
コ
ト

云
（
中
略
）
筑
紫
ニ
テ
ハ
時
シ
ラ
ス
ト
云

�

『
大
和
本
草
』
巻
八　

一
丁
オ
、
ウ

筑
紫
を
除
く
西
日
本
の
俚
言
に
つ
い
て
は
京
都
が
目
立
つ
も
の

の
、「
江
州
」
や
「
大
坂
」
と
い
っ
た
京
都
以
外
の
近
畿
地
方
で

用
い
ら
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
畿
内
」
と
す
る

も
の
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
京
都
を
含
め
た
広
い
地
域
で
用
い

ら
れ
た
こ
と
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、「
西
州
」、「
西
土
」
と
も
近
畿
地
方
（
特
に
畿
内
）
を

除
い
た
西
日
本
を
広
く
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に

ど
の
地
域
か
は
不
明
で
あ
る（

（1
（

。
次
に
示
す
記
述
は
『
大
和
本
草
』

で
「
西
土
」
と
他
の
地
域
が
並
ん
で
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
〇
）　

蘡イ
ヌ
ヱ
ヒ薁

ノ
ブ
ト
ウ　
　

�

京
ニ
テ
イ
ヌ
ヱ
ヒ
ト
云
西
土
ニ
テ
ガ
ラ
ミ
ト

云
（
再
掲
）

（
二
六
）　

酸
模

ス
イ
バ　
　

�

西
土
ノ
人
ハ
ス
イ
バ
ト
云
畿
内
ニ
ハ
ス
イ
ダ

ウ
ト
云�

『
大
和
本
草
』
巻
九　

一
八
丁
ウ

こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
『
大
和
本
草
』
に
お
い
て
「
京
」
や
「
畿

内
」
と
「
西
土
」
は
区
別
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

【
表
二
】「
本
草
綱
目
品
目
」
に
み
え
る
俚
言
の
数
と
地
域

東
日
本

筑
紫

関
東

筑
紫

西
土
・

西
州

大
坂

江
州

畿
内

京
都

内
訳

1 18 13 1 4 3 11 俚言数

1 18 合計

地
域
・
下
位
分
類

32

京
都
4
、
京
（
都
）
ノ
方
言
3
、

京
2
、
京
都
近
邊
1
、
嵯
峨
1

筑
紫
を

除
く

西
日
本

畿
内
2
、
京
畿
1

江
州
3
、
江
州
ノ
方
言
1

大
坂
1

西
土
4
、
西
土
ノ
俗
3
、
西
州
3
、

西
土
ノ
方
言
2
、
西
土
ノ
人
1

筑
紫
1 

3
、
筑
紫
（
ノ
）
方
言
3
、

筑
紫
ノ
俗
1
、
筑
後
1

關
東
1
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ま
た
、「
西
土
」、「
筑
紫
」
に
つ
い
て
「
西
土
ノ
俗
」、「
筑
紫

ノ
俗
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
単
に
「
西
土
」、

「
俗
ニ
」
と
す
る
よ
う
な
も
の
と
相
違
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
位
相
を
指
す
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
こ
の

点
は
『
大
和
本
草
』
の
記
述
と
他
の
資
料
（
方
言
書
な
ど
）
を
対

照
、
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
本
草
綱
目
品
目
」
中
、
一
例
の
み
「
關
東
（
関
東
）」
の
俚
言

が
観
察
で
き
た
。

（
二
七
）　

鮹ヤ
ガ
ラ魚
（
（1
（�

「
本
草
綱
目
品
目
」
第
二
冊
二
五
丁
オ

（
二
八
）　

鮹ヤ
ガ
ラ魚　

　

今
關
東
ニ
ヤ
カ
ラ
ト
云
魚
是
乎　

�

『
大
和
本
草
』
巻
一
三　

二
二
丁
ウ

こ
の
例
は
「
本
草
綱
目
品
目
」
中
に
み
え
る
俚
言
の
中
で
唯
一

東
日
本
の
も
の
で
あ
る
。
益
軒
が
な
ぜ
こ
こ
で
の
み
東
日
本
の
俚

言
を
用
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
知

る
こ
と
に
な
っ
た
か
も
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
。
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
益
軒
は
致
仕
し
た
際
や
再
度
藩
に
仕
え
た
際
に
江
戸

に
赴
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
際
に
知
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
東
日

本
の
俚
言
は
他
に
な
く
、
西
日
本
の
俚
言
に
大
き
く
偏
り
、
か
つ

益
軒
の
地
元
で
あ
る
筑
紫
の
物
が
多
い
。
こ
の
傾
向
は
益
軒
の
本

草
学
の
性
格
や
成
り
立
ち
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。

以
上
、
益
軒
「
本
草
綱
目
品
目
」
に
お
け
る
俚
言
が
ど
の
よ
う

に
存
在
す
る
か
、
益
軒
『
大
和
本
草
』
と
の
対
照
を
行
っ
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
本
草
綱
目
品
目
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た

和
名
で
俚
言
で
あ
る
旨
を
明
示
し
て
い
た
も
の
は
四
例
の
み
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
俚
言
と
し
て
用
い
ら
れ
る
範
囲
を
全
て
「
筑

紫
」
と
し
て
い
た
。「
本
草
綱
目
品
目
」
が
俚
言
で
あ
る
こ
と
を

明
示
し
て
い
る
か
を
問
わ
ず
、
検
討
し
た
。

検
討
の
結
果
、「
本
草
綱
目
品
目
」
中
に
五
一
例
の
俚
言
が
確

認
で
き
た
。
こ
の
結
果
は
、
特
に
俚
言
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て

い
な
い
語
の
中
に
俚
言
で
あ
る
語
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
。
そ

の
範
囲
は
「
本
草
綱
目
品
目
」
で
明
示
さ
れ
て
い
た
「
筑
紫
」
の

俚
言
の
他
、
京
都
や
畿
内
の
俚
言
、「
西
土
」
や
「
西
国
」
と
い
っ

た
西
日
本
の
俚
言
が
大
半
を
占
め
る
。
特
に
「
筑
紫
」
の
俚
言
が

少
な
く
な
い
こ
と
は
注
目
で
き
る
。

益
軒
は
「
本
草
綱
目
品
目
」
に
俚
言
と
み
ら
れ
る
和
名
を
記
す
。

し
か
し
、
多
く
は
俚
言
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
な
い
。
そ
れ
ら
の

明
示
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
俚
言
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

た
か
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
本
草
綱
目
品
目
」
に

は
「
筑
紫
」
の
俚
言
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
益
軒
の
本

草
学
に
彼
の
出
身
地
や
中
心
的
な
活
動
地
が
影
響
し
た
こ
と
を
示

唆
す
る
。

四
．『
和
爾
雅
』
に
み
え
る
俚
言
と
『
大
和
本
草
』

本
節
で
は
『
和
爾
雅
』
に
み
え
る
俚
言
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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検
討
の
範
囲
は
「
本
草
綱
目
品
目
」
に
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
名
や
俚

言
が
み
え
る
も
の
に
限
定
し
な
い
。

『
大
和
本
草
』
に
載
る
二
一
〇
例
の
俚
言
の
内
、
五
九
例
の
俚

言
が
『
和
爾
雅
』
に
も
確
認
で
き
た
。
な
お
、
五
九
例
の
俚
言
は

四
六
の
漢
名
に
付
さ
れ
て
い
た
。
五
九
例
の
俚
言
を
地
方
別
に
分

類
し
た
も
の
が
表
三
で
あ
る（

（1
（

。

【
表
三
】『
和
爾
雅
』
に
み
え
る
俚
言
の
数
と
地
域

東
日
本

筑
紫

関
東

筑
紫

西
土
・

西
州

そ
の
他

大
坂

江
州

畿
内

京
都

内
訳

0 22 12 2 2 3 3 15 俚言数

0 22 合計

地
域
・
下
位
分
類

37

京
都
8
、
京
都
ノ
方
言
2
、
京
2
、

京
都
近
邊
1
、
嵯
峨
1
、
京
都
ノ
兒
童
1

畿
内
2
、
京
畿
1

江
州
2
、
江
州
ノ
方
言
1

大
坂
2

丹
後
1
、
長
崎
1

西
土
4
、
西
土
ノ
俗
3
、

西
土
ノ
方
言
2
、
西
土
ノ
人
1
、
西
州
2

筑
紫
1 

5
、
筑
紫
（
ノ
）
方
言
5
、

筑
紫
ノ
俗
1
、
筑
後
1

な
し

筑
紫
を

除
く

西
日
本

表
三
に
示
し
た
よ
う
に
、『
和
爾
雅
』
に
お
い
て
は
「
本
草
綱

目
品
目
」
に
み
ら
れ
た
東
日
本
の
俚
言
が
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は

そ
の
漢
名
が
付
さ
れ
た
俚
言
が
『
和
爾
雅
』
に
確
認
で
き
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、「
京
都
」、「
筑
紫
」
の
も
の
が
「
本
草

綱
目
品
目
」
よ
り
多
い
こ
と
が
分
か
る
。「
本
草
綱
目
品
目
」、『
和

爾
雅
』
両
書
と
も
「
京
都
」
よ
り
も
「
筑
紫
」
が
多
く
、「
京
都
」

以
外
の
「
畿
内
」、「
江
州
」、「
大
坂
」
を
合
わ
せ
た
数
と
「
筑
紫
」

の
用
例
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
本
草
綱

目
品
目
」
で
は
、
ど
こ
の
俚
言
で
あ
る
か
明
示
す
る
記
述
は
四
例

認
め
ら
れ
た
が
、『
和
爾
雅
』
に
お
い
て
俚
言
で
あ
る
旨
を
明
示

す
る
も
の
は
例
（
四
）
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
本
草
綱
目
品
目
」

に
は
み
え
な
い
丹
後
（
三
〇
「
ア
ホ
ウ
ド
リ
」）
や
長
崎
（
三
二
）

の
俚
言
も
確
認
で
き
た
。

（
二
九
）　

信ア
ホ
ウ
ド
リ

天
ラ
イ

翁　
　

一
名
漫
畫
見
于
潛
確
類
書

�

『
和
爾
雅
』
巻
六　

九
丁
オ

（
三
〇
）　

信ラ
イ

天
翁　
　

�

丹
後
ニ
テ
ハ
。
ア
ホ
ウ
ド
リ
ト
云
長
門
ニ

テ
ハ
。
ヲ
キ
ノ
タ
イ
フ
ト
云
筑
紫
ニ
テ
。

ラ
イ
ト
云　

�

『
大
和
本
草
』
巻
一
五　

七
丁
ウ

（
三
一
）　

蕃ア
カ
イ
モ薯

リ
ウ
キ
ウ
イ
モ

　
　

見
于
閩
書�

『
和
爾
雅
』
巻
七　

三
丁
ウ

（
三
二
）　

蕃
薯

ア
カ
イ
モ　
　

�

是
與
甘
藷
不
同
長
崎
多
シ
長
崎
ニ
テ
ハ
ア
カ

イ
モ
ト
云　

�

『
大
和
本
草
』
附
録
巻
一　

六
丁
オ
、
ウ

こ
れ
ら
は
「
本
草
綱
目
品
目
」
に
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
名
が
載
ら
な

い
た
め
に
俚
言
も
観
察
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
漢
名
が

『
和
爾
雅
』
に
載
る
が
「
本
草
綱
目
品
目
」
に
載
ら
な
い
俚
言
は
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（
三
〇
）、（
三
二
）
を
含
め
一
一
例
（
漢
名
は
九
）
存
在
し
た
。

そ
の
他
、「
本
草
綱
目
品
目
」、『
和
爾
雅
』
と
も
同
じ
漢
名
を
載

せ
る
が
、
俚
言
は
『
和
爾
雅
』
に
の
み
載
る
も
の
が
三
例
存
在
し

た
。ま

た
、「
本
草
綱
目
品
目
」
で
俚
言
が
載
る
が
、『
和
爾
雅
』
に

は
載
ら
な
い
も
の
は
五
例
あ
っ
た
。
こ
の
内
、
三
例
は
漢
名
が
載

ら
な
い
た
め
俚
言
の
利
用
も
な
か
っ
た
。

今
回
の
検
討
に
よ
っ
て
『
和
爾
雅
』
に
は
西
日
本
の
俚
言
が
多

く
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
特
に
著
者
好
古
の
出
身
地
で

あ
る
「
筑
紫
」
の
も
の
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
た
。
こ
の
傾
向
は

「
本
草
綱
目
品
目
」
と
同
様
で
、
益
軒
と
好
古
の
二
者
の
著
作
に

共
通
す
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
本
草
綱
目
品
目
」
に
認
め
ら
れ
る
「
筑
紫
」
の
俚
言
は
、「
京

都
」
よ
り
も
多
く
、「
京
都
」
と
「
畿
内
」、「
江
州
」、「
大
坂
」

の
俚
言
を
合
わ
せ
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
。
当
時
の
文
化

の
中
心
で
あ
っ
た
上
方
で
は
な
く
、「
筑
紫
」
の
俚
言
が
少
な
か

ら
ず
み
え
る
こ
と
は
注
目
で
き
る
。

鬼
頭
（
二
〇
二
二
）
に
お
い
て
は
、「
本
草
綱
目
品
目
」
と
『
和

爾
雅
』
両
書
に
お
け
る
漢
名
と
和
名
の
対
応
に
一
致
す
る
も
の
が

多
い
こ
と
を
示
し
た
が
、
俚
言
の
存
在
に
つ
い
て
も
両
書
は
類
似

す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。『
和
爾
雅
』
に
み
え
る
俚
言
に
つ
い
て

も
、
好
古
が
独
自
に
採
っ
た
も
の
と
み
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
本

草
綱
目
品
目
」
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
存
在
す
る
。
特
に

「
本
草
綱
目
品
目
」
に
俚
言
で
あ
る
旨
が
示
さ
れ
て
お
り
、
益
軒

が
俚
言
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
も
、『
和

爾
雅
』
で
は
用
い
て
い
る
。
益
軒
か
ら
の
影
響
を
考
え
れ
ば
、
好

古
も
こ
れ
ら
が
俚
言
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
俚
言
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
除
く
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い

な
い
（
三
三
、
三
四
、
三
五
）。

（
一
）　　

蓬フ
ユ
イ
チ
ゴ
櫐

ツ
ル
イ
チ
コ
　
　

�

ト
キ
シ
ラ
ズ
イ
チ
ゴ
筑
紫
ノ
方
言
也 

〓アシ
ク
ダ
シ
イ
チ
コ

田
藨
同
前　
（
再
掲
）

（
三
三
）　

蓬ト
キ
シ
ラ
ズ
イ
チ
ゴ

櫐
フ
ユ
イ
チ
コ（
以
下
略
）�

『
和
爾
雅
』
巻
六　

二
九
丁
オ

（
二
）　　

覆ク
サ
イ
チ
ゴ

盆
ク
ワ
ン
ス
イ
チ
コ
子　
（
再
掲
）

（
三
四
）　

覆ク
サ
イ
チ
ゴ

盆
ク
ワ
ン
ス
イ
チ
コ
子
（
以
下
略
）	�

『
和
爾
雅
』
巻
六　

二
九
丁
オ

（
三
）　　

馬ヲ
サ
ム
シ陸

ク
サ
ム
シ　
　

筑
紫

ニ
ダ
イ
ロ
ウ
ト
云　
（
再
掲
）

（
三
五
）　

馬ヲ
サ
ム
シ陸

ダ
イ
ロ
ウ

（
以

ク
サ
ム
シ

下
略
）�

『
和
爾
雅
』
巻
六　

一
七
丁
ウ

そ
れ
ぞ
れ
、
俚
言
以
外
の
振
り
仮
名
も
付
さ
れ
て
お
り
、『
和

爾
雅
』
が
振
り
仮
名
を
記
す
こ
と
は
俚
言
を
使
わ
ず
と
も
可
能
で

あ
る
。
仮
に
俚
言
、
特
に
自
ら
の
地
元
で
あ
る
筑
紫
の
も
の
は
利

用
し
な
い
と
い
う
方
針
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
を
排
除
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
俚
言
に
つ
い
て
は
意
図
を
も
っ
て
利
用
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し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、『
和
爾
雅
』
に
載
る
全
て
の
俚
言
が
「
本
草
綱
目
品

目
」
に
示
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
本
草
綱
目
品
目
」
と
『
大

和
本
草
』
の
対
照
に
お
い
て
み
ら
れ
た
俚
言
以
外
に
、『
和
爾
雅
』

に
は
載
る
が
「
本
草
綱
目
品
目
」
に
載
ら
な
い
俚
言
も
み
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
は
全
て
「
筑
紫
」
や
「
丹
後
」、「
長
崎
」
な
ど
西
日
本
の

俚
言
で
あ
っ
た
。『
和
爾
雅
』
に
載
る
俚
言
は
、
西
日
本
の
も
の

に
大
き
く
偏
っ
て
い
る
。
今
回
の
検
討
結
果
は
、
今
後
『
和
爾
雅
』

が
俚
言
を
は
じ
め
と
し
て
ど
の
よ
う
な
語
を
利
用
し
た
か
を
考
え

る
上
で
重
要
で
あ
る
。
特
に
「
筑
紫
」
の
俚
言
が
多
い
こ
と
か
ら

は
、
好
古
が
『
和
爾
雅
』
を
編
む
に
あ
た
っ
て
、
筑
前
出
身
で
あ

る
こ
と
が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
．
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

以
上
、『
大
和
本
草
』
の
記
述
を
参
考
に
し
て
「
本
草
綱
目
品

目
」、『
和
爾
雅
』
両
書
に
俚
言
が
み
ら
れ
る
か
を
検
討
し
た
。

「
本
草
綱
目
品
目
」
に
四
箇
所
の
み
だ
が
筑
紫
の
俚
言
を
用
い

た
と
す
る
記
述
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
他
の
語
に
つ
い
て
も
俚
言
と

み
ら
れ
る
語
が
い
く
つ
か
存
在
し
た
。
そ
こ
で
そ
の
他
に
も
俚
言

が
存
在
す
る
か
検
討
を
行
っ
た
。『
和
爾
雅
』
は
凡
例
に
お
い
て

俚
言
の
利
用
を
示
唆
す
る
も
の
の
、
俚
言
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し

た
箇
所
は
一
例
を
除
い
て
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
他
の
『
和
爾

雅
』
の
記
述
に
俚
言
が
存
在
す
る
か
検
証
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

「
本
草
綱
目
品
目
」、『
和
爾
雅
』
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
俚
言
、

特
に
九
州
地
方
の
俚
言
の
存
在
が
あ
る
と
考
え
、『
大
和
本
草
』

と
の
対
照
を
行
っ
た
。
こ
の
検
討
に
よ
っ
て
「
本
草
綱
目
品
目
」、

『
和
爾
雅
』
両
書
に
俚
言
が
認
め
ら
れ
る
か
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

『
和
爾
雅
』
に
お
い
て
は
「
本
草
綱
目
品
目
」
に
載
る
俚
言
が
存

在
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
。

そ
の
結
果
、「
本
草
綱
目
品
目
」
の
四
〇
の
漢
名
に
付
さ
れ
た

和
名
か
ら
五
一
例
の
俚
言
が
存
在
す
る
こ
と
と
、
筑
紫
の
俚
言
が

多
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
益
軒
の
出
身
地
が
筑
紫
で
あ

る
こ
と
が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
も
西
日
本
の
俚
言
と

み
ら
れ
る
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。

『
和
爾
雅
』
に
つ
い
て
も
四
六
の
漢
名
に
五
九
例
の
俚
言
を
付

し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。「
本
草
綱
目
品
目
」
同
様
、
京
都
の

俚
言
よ
り
も
筑
紫
の
俚
言
が
多
く
確
認
で
き
た
。
ま
た
、『
和
爾

雅
』
で
は
「
本
草
綱
目
品
目
」
に
載
ら
な
い
俚
言
が
確
認
で
き
た
。

特
に
「
本
草
綱
目
品
目
」
で
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、『
和
爾

雅
』
に
載
る
俚
言
は
、
い
ず
れ
も
「
丹
後
」、「
長
崎
」
の
も
の
で

あ
っ
た
。

こ
う
し
た
俚
言
（
特
に
九
州
地
方
）
の
存
在
は
、「
本
草
綱
目

品
目
」、『
和
爾
雅
』
両
書
及
び
貝
原
益
軒
、
好
古
の
特
徴
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
両
書
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
場

― 43 ―



合
、
俚
言
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
益
軒
に
つ

い
て
は
四
例
の
み
で
あ
る
が
、『
大
和
本
草
』
以
前
に
も
俚
言
で

あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
う
え
で
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。

こ
の
こ
と
は
彼
の
本
草
学
に
お
け
る
手
法
を
考
察
す
る
上
で
重
要

で
あ
る
。

な
お
、
調
査
に
当
た
っ
て
『
大
和
本
草
』
に
確
認
で
き
た
「
筑

紫
」
の
俚
言
に
つ
い
て
は
、
一
四
ペ
ー
ジ
に
「
別
表
」
と
し
て
掲

げ
た
。
併
せ
て
「
本
草
綱
目
品
目
」、『
和
爾
雅
』
に
確
認
で
き
た

か
、
確
認
で
き
る
場
合
の
所
在
も
示
し
て
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、『
大
和
本
草
』
で
俚
言
と
し
て
な
い
語

に
つ
い
て
俚
言
で
あ
る
可
能
性
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
俚
言
の
可

能
性
が
あ
る
語
が
確
認
で
き
た
場
合
、
そ
れ
ら
を
「
本
草
綱
目
品

目
」、『
和
爾
雅
』
両
書
が
ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
か
も
検
討
す

る
。本

草
関
係
の
部
門
に
つ
い
て
も
植
物
部
位
名
等
に
つ
い
て
は

『
大
和
本
草
』
に
お
い
て
立
項
が
確
認
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
俚
言

に
つ
い
て
の
存
在
を
検
討
す
る
材
料
と
し
て
は
期
待
で
き
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
他
の
方
言
書
（
本
草
書
、
研
究
書
を
含
む
）

を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、『
和
爾
雅
』
は
本
草
関
係
以
外
の
部
門
が
存
在
し
て
い

る
が
、
こ
の
箇
所
に
も
俚
言
と
み
ら
れ
る
記
述
が
存
在
す
る
可
能

性
は
充
分
に
あ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
『
大
和
本
草
』
以
外

の
書
物
を
用
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
俚
言
の
存
在
が
、
先
行
す
る
『
多
識
編
』
と
の
相
違

の
理
由
で
あ
る
か
探
る
こ
と
で
益
軒
の
本
草
学
の
特
徴
の
把
握
が

期
待
で
き
る
。
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ニ
ア
ゲ
マ
キ
ト
云
物
ア
リ

筑
紫
ノ
方
言
也
ハ
コ
ベ
ハ
春
花
サ
ク

筑
紫
ノ
方
言
モ
グ
ラ
ト
云

今
案
ニ
髪
切
ト
云
叓
筑
紫
ニ
ア
リ

筑
紫
ノ
方
言
ヨ
サ
フ
ジ
ハ
ト

又
名
ク
マ
ビ
キ
筑
紫
ニ
テ
猫
ツ
ラ
ト
云

今
筑
紫
ノ
方
言
ニ
馬
ヌ
ス
人
ト
云
魚
ア
リ

鱧
ハ
筑
紫
ノ
方
言
ウ
ミ
ウ
ナ
キ
ト
云
海
魚
ア
リ

（

中
略）

ツ
ノ
シ
ハ
フ
カ
ノ
類（

中
略）

筑
紫
ニ

テ
モ
ダ
マ
ト
云

筑
紫
ノ
方
言
高
麗
鰮
ト
云

ツ
ノ
ジ

中
略

フ
カ
ノ
類
ナ
リ

中
略

筑
紫

ニ
テ
モ
ダ
マ
ト
云
魚
ニ
似
タ
リ

和
爾
雅

筑
紫
ニ
テ
ウ
ロ
ヽ
コ
ト
云
物
ナ
リ

注
文
に
見
え
る
方
言

筑
紫
ニ
テ
ハ
ア
サ
ヂ
ト
云
又
ア
カ
バ
エ
ト
モ
山
ブ

チ
ハ
エ
ト
モ
云

鰤
ノ
小
ナ
ル
ヲ

中
略

筑
紫
ニ
テ
ヤ
ズ
ト
云

京
都
筑
紫
ニ
テ
イ
タ
ト
云

筑
紫
ノ
村
民
蜂
振
ト
云

筑
紫
ニ
テ
ド
ン
ホ
ト
云

一
種

中
略

筑
紫
ニ
テ
カ
タ
ビ
ラ
ト
チ
ヤ
ウ

大
和
本
草

に
お
け
る
方
言
の
記
述

注
文
に
見
え
る
方
言

筑
紫
ニ
テ
ハ
南
京
豆
ト
云

本
草
綱
目

品
目

大
和
本
草

に
お
け
る
方
言
の
記
述

本
草
綱
目

品
目

和
爾
雅

見出し数

筑
紫
ノ
野
人
ハ
シ
テ
ン
ハ
ト
云

又
一
種
筑
紫
ニ
牛
ゴ
ウ
リ
ト
云
物
ア
リ

筑
紫
ニ
テ
ギ
ボ
ウ
シ
ト
云

筑
紫
ニ
テ
サ
ギ
草
ト
云

筑
紫
ニ
テ
ト
ノ
ヽ
馬
ト
云

筑
紫
ニ
テ
花
タ
チ
花
ト
云

筑
紫
ニ
テ
ハ
菊
イ
バ
ラ
ト
云

筑
紫
ニ
テ
血
ト
メ
ト
云

筑
紫
ニ
テ
ハ
ク
ハ
ン
ス
苺

筑
紫
ニ
テ
ハ
時
シ
ラ
ス
ト
云

筑
紫
ニ
テ
ハ
ズ
イ
ヘ
ラ
ト
云

筑
紫
ノ
方
言
ニ
秋
ボ
ト
ク
リ
ト
云

筑
紫
ニ
テ
鹿
菜
ト
云

筑
紫
ニ
テ
ア
メ
ン
タ
ウ
ス
ト
云
サ
レ
ト
モ
ア
メ
ン

タ
ウ
ス
ニ
ハ
ア
ラ
ス
カ
ラ
モ
ヽ
ハ
京
ノ
方
言
也
是

壽
星
桃
ナ
ル
ヘ
シ
ト
若
水
云
ヘ
リ

筑
紫
ニ
テ
ガ
ブ
ナ
ト
云

筑
紫
ノ
俗
カ
メ
イ
ハ
ラ
ト
云

筑
紫
ニ
テ
ウ
シ
ゼ
リ

ウ
バ
セ
リ
ト
云

筑
紫
ニ
テ
ス
テ
子
ノ
花
ト
云

筑
紫
ニ
テ
ホ
ウ
ザ
ウ
ハ
ナ
ト
云

筑
紫
ニ
テ
シ
ブ
ナ
ト
云

表
の
説
明

大
和
本
草

に
筑
紫
方
言
の
記
述
が
み
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て

本
草
綱
目
品
目

和
爾
雅

両
書
が
ど
の
よ
う
に
扱

て
い
る
の
か
示
し
た

立
項

に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
で

第
何
巻
何
丁
に

　
　
　
　
　
あ
る
か
を
記
し
た

本
草
綱
目
品
目

に
つ
い
て
は
全
て
第
二
冊
に
存
在
し
た
の
で
丁
数
の
み
を
示
し
て
い
る

和
爾
雅

に
つ
い
て

六
・
二
一
オ

と
あ
る
場
合

巻
六
の
二
一
丁
表
に
あ
る
こ
と
を
示
す

　
　
　
　
　

方
言

に
つ
い
て
は
各
書
に
存
在
す
る
場
合

〇

存
在
し
な
い
場
合

－

と
し
た

ま
た

注
文
に
見
え
る
方
言

が
複
数
存
在
す
る
場
合

比
較
し
た
両
書
で
の
利
用
が
見
ら
れ
る
も
の
に
傍
線
を
付
し

た

（

注）

一
三

葜

の

は

艹
＋
拔

　
　
　
三
七

魚

の

は
そ
れ
ぞ
れ

魚
＋
盎

絲
＋
系

筑
紫
ニ
テ
ヤ
ブ
テ
マ
リ
ト
云

筑
紫
ニ
テ
モ
カ
ツ
ラ
ギ
ト
云

筑
紫
ニ
テ
小
紫
ト
云

筑
紫
ニ
テ
ゲ
ズ
ト
云

筑
紫
ニ
テ
ハ
犬
桐
ト
云

京
ノ
方
言
也
筑
紫
ニ
テ
ソ
ナ
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松
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云

今
案
筑
紫
ニ
テ
ヤ
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云
物
ハ
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テ
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鳥
ノ
足
ハ
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紫
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言
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筑
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テ
コ
ガ
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ト
云

筑
紫
ノ
方
言
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ヨ
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シ
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云

所
在

【
別
表
】
大
和
本
草
に
見
え
る
筑
紫
方
言
と
本
草
綱
目
品
目
和
爾
雅
で
の
出
現
状
況
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の
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と
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合
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も
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に
傍
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系
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ニ
テ
ヤ
ブ
テ
マ
リ
ト
云

筑
紫
ニ
テ
モ
カ
ツ
ラ
ギ
ト
云

筑
紫
ニ
テ
小
紫
ト
云

筑
紫
ニ
テ
ゲ
ズ
ト
云

筑
紫
ニ
テ
ハ
犬
桐
ト
云

京
ノ
方
言
也
筑
紫
ニ
テ
ソ
ナ
レ
松
ト
云

今
案
筑
紫
ニ
テ
ヤ
ブ
カ
ウ
シ
ト
云
物
ハ
別
ナ
リ

筑
紫
ニ
テ
ヤ
フ
カ
ウ
ジ
ト
云
モ
ノ
也

筑
紫
ニ
テ
バ
ン
テ
イ
シ
ト
云
漢
名
シ
レ
ス

鳥
ノ
足
ハ
筑
紫
ノ
方
言
也

筑
紫
ニ
テ
コ
ガ
ネ
ク
サ
ト
云

筑
紫
ノ
方
言
ギ
ヨ
〳
〵
シ
ト
云

所
在
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注（
1
）
井
上
（
一
九
八
三
ｂ
）
に
よ
れ
ば
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
生

ま
れ
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
八
五
歳
没
。
名
は
篤
信
、
号
は
初

め
柔
斎
、
後
に
損
軒
、
晩
年
に
益
軒
と
し
た
と
い
う
。
井
原
（
一
九

五
八
）
に
よ
れ
ば
、
貝
原
益
軒
が
「
益
軒
」
と
号
し
た
の
は
彼
が
七

八
歳
ご
ろ
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
に
は
「
損
軒
」
と
号
し
て
い
た
と
い

う
。「
本
草
綱
目
品
目
」、『
和
爾
雅
』
が
編
ま
れ
た
時
期
は
「
損
軒
」

と
号
し
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
「（
貝
原
）
益
軒
」
と
す
る
。

（
2
）
井
上
（
一
九
八
三
ａ
）
に
よ
れ
ば
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）

三
十
七
歳
没
。
好
古
は
名
、
号
は
耻
軒
。
貝
原
益
軒
の
甥
だ
と
い
う
。

本
稿
で
は
「（
貝
原
）
好
古
」
と
す
る
。

（
3
）
益
軒
の
著
作
を
本
草
学
史
上
の
画
期
と
し
た
も
の
に
上
野
（
一
九

七
三
）
が
あ
る
。
上
野
は
近
世
の
本
草
学
史
を
全
四
期
に
分
割
す
る

中
で
『
大
和
本
草
』
を
画
期
と
し
、
重
視
す
る
。

（
4
）
訓
点
、
振
り
仮
名
付
き
の
漢
文
を
私
に
書
き
下
し
、
傍
線
を
付
し

た
。
早
稲
田
大
学
蔵
本
『
和
爾
雅
』
第
一
冊
十
丁
。

（
5
）
他
方
、
島
田
（
二
〇
〇
七
ａ
）
は
『
大
和
本
草
』
研
究
の
課
題
と

し
て
「
言
語
的
側
面
と
し
て
の
、
漢
名
・
古
代
の
漢
名
・
和
名
・
俗

名
・
正
字
・
俗
字
・
俗
訓
な
ど
の
述
語
の
概
念
規
定
と
そ
の
歴
史
的

位
置
づ
け
、
方
言
と
「
四
方
之
通
称
」
と
の
相
互
規
程
な
ど
」
を
あ

げ
る
。
個
々
の
用
語
は
今
後
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

（
6
）

〓

は
「
艹
（
く
さ
か
ん
む
り
）」
に
「
耨
」。

（
7
）
本
稿
で
は
「
本
草
綱
目
品
目
」、『
和
爾
雅
』
で
は
見
出
し
語
、
割

注
の
漢
字
表
記
を
「
漢
名
」、
フ
リ
ガ
ナ
を
和
名
と
み
な
す
。
鬼
頭
（
二

〇
二
二
）
に
つ
い
て
も
同
様
の
判
断
を
し
て
い
る
。

（
8
）
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
の
所
在
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。『
大

和
本
草
』
に
つ
い
て
は
参
照
し
た
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記

号
：
特
１

－

２
２
９
２
イ
）
で
俚
言
と
す
る
記
述
（
注
文
）
が
存
在

す
る
箇
所
を
第
何
巻
何
丁
の
形
で
記
し
た
。「
本
草
綱
目
品
目
」
は
参

照
し
た
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
所
蔵
で
第
何
冊
何
丁
に

存
在
す
る
か
、『
和
爾
雅
』
は
参
照
し
た
早
稲
田
大
学
蔵
本
に
お
い
て

第
何
巻
何
丁
に
存
在
す
る
か
示
し
た
。

（
9
）
こ
の
「
同
上
」
に
つ
い
て
「
筑
紫
之
方
言
」
を
指
す
の
で
は
な
く
、

和
名
「
ツ
ル
イ
チ
ゴ
」
と
解
釈
を
す
れ
ば
「
本
草
綱
目
品
目
」
で
俚

言
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
は
三
語
に
な
る
。
し
か
し
、
本
稿

で
は
「
同
上
」
は
「
筑
紫
之
方
言
」
を
指
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
10
）「

〓

」
の
一
字
目
は
「
タ
ケ
カ
ン
ム
リ+

稍
」「
タ
ケ
カ
ン
ム
リ+

奥
」。
ま
た
、「
器
」
字
は
「
大
」
を
「
犬
」
と
す
る
。

（
11
）
注
13
参
照
。

（
12
）
朱
で
左
振
り
仮
名
「
ノ
ブ
ト
ウ
」
の
上
に
「
マ
タ
ヽ
ヒ
」
と
あ
る

が
書
き
込
み
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
た
め
、
省
略
し
た
。

（
13
）『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
で
「
西
土
（
さ
い
ど
）」、「
西
土
（
せ

い
ど
）」
を
確
認
す
る
と
、
と
も
に
日
本
の
地
域
を
示
さ
な
い
が
、『
大

和
本
草
』
の
記
述
か
ら
は
西
日
本
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。「
西
州
」
に
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関
し
て
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
に
は
記
述
が
な
い
が
、『
大
漢

和
辞
典
』
で
は
「
西
海
九
州
地
方
を
い
う
」
と
し
、『
日
本
外
史
』
の

用
例
を
挙
げ
る
た
め
本
稿
で
は
九
州
地
方
と
し
た
。『
大
和
本
草
』
に

お
け
る
「
西
州
」、「
西
土
」
の
指
す
範
囲
に
つ
い
て
は
当
時
の
用
法

な
ど
を
今
後
検
討
し
、
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
14
）
用
例
採
取
に
用
い
た
京
大
富
士
川
文
庫
蔵
本
で
は
漢
名
「
鮹
魚
」

の
振
り
仮
名
は
「
ヤ
□
□
」
と
な
っ
て
お
り
、
判
読
不
能
で
あ
っ
た
。

慶
応
大
富
士
川
文
庫
蔵
本
『
重
訂
本
草
綱
目
』（
第
二
六
冊
二
五
丁
オ
）

に
よ
っ
て
、
同
箇
所
は
「
ヤ
ガ
ラ
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
15
）『
和
爾
雅
』
が
方
言
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
唯
一
の
例
で
あ
っ
た

（
四
）
に
関
し
て
は
『
大
和
本
草
』
に
漢
名
が
観
察
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
表
三
に
は
含
ま
れ
な
い
。

（
16
）「
ト
キ
シ
ラ
ズ
イ
チ
ゴ
」
に
つ
い
て
は
本
文
中
六
ペ
ー
ジ
下
段
で
述

べ
た
通
り
、『
大
和
本
草
』
で
は
「
筑
紫
ニ
テ
ハ
時
シ
ラ
ズ
ト
云
」
と

し
て
お
り
、
語
形
が
相
違
す
る
。
そ
の
た
め
、
表
二
、
表
三
の
各
用

例
数
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

�

（
き
と
う
・
ゆ
う
た
／
名
古
屋
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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